
  

 

 

  

 

 

自然がいっぱい・驚きがいっぱい 
                                園長 髙橋 章子  

                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 先日、子どもたちがあわてて職員室にやってきて、「大変です！毛虫がいっぱいいま

す！」と知らせてくれました。「それは大変！」と、一緒に様子を見に行くと、オレン

ジと黒のシマシマの毛虫をパンジーの花に何匹も発見。これは、ツマグロヒョウモン

ではありませんか！子どもたちへは、「大丈夫。これは、悪い虫ではないですよ。」と、

伝え、そのままパンジーの花に残しました。みなさんはツマグロヒョウモンをご存知

でしたか？幼虫は見た目が悪者風です。蝶に変身するとヒョウ柄の模様であちこちを

飛び回っています。 

 さて、この幼虫はこの後もパンジーの花や葉を食べ、人間に潰されることもなく、

のんびりと過ごすことができました。けれど、あれからその姿が見られなくなりまし

た。どうやら、鳥や蜂のようなイモ虫大好きな生き物たちに狙われてしまったようで

す。なんとも残念なことです。 

 そして虫といえば、ダンゴ虫も子どもたちのアイドルです。どの学級でも、子ども

たちが繰り返し取っては庭に戻し、また翌日には何匹も取って楽しんでいます。 

 年長組になると、飼育箱に集めるだけでなく、毎日世話をして様子を観察していま

す。集める面白さがきっかけとなり、そばに置くことで愛着を感じ、そして世話をし

ています。さらに、じっくりと見ていることで、次々と発見があります。 

 このように主体的に関わることで、子どもたちの好奇心がふくらみ探求心がわきま

す。どうしてなのか？と思いを巡らせ思考力を働かせる。さらに、その考えや思いを

言葉や動きに表現する。自然との関りは、豊かな感情や好奇心を育み、思考力や表現

力の基礎を培っていく大切な役割をもっています。 

 つい先日は、ホール横の桜の木でシジュウカラが子育てしているのを、一部の保護

者の方々と発見しました。何羽か幼鳥が育っていましたが、自然の摂理とは厳しいも

ので、その中には亡くなってしまった幼鳥もいました。元気に育ってほしい。と願う

人間の思いとは裏腹に、私たちには手出しができないことも多くあります。 

 けれど、このでき事を通して保護者の皆さんと思いを共有しあい、ひとときでも繋

がりがもてたことに嬉しさを感じました。自然は、時に個の探求だけでなく、人と人

を繋ぐ力もあります。私は、その後も鳥たちの様子を観察しに行き、これまで関心の

なかった環境に、改めて『興味をもって見る・観る・視る』ことができました。 

 自然は、人間に多くの学びを与えてくれます。堀ノ内は、自然がいっぱいです。ま

だまだ驚きの発見がありそうです。  
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・今月の指導・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

                       

 

 

 

    

 

 

 

 

   

ぱんだ組 

登園すると、積み木で家や乗り物等の場をつくったり、その場に製作で作ったものを持ち込んだりし、自分のや

りたいことを見付けて楽しんでいます。そんな友達の姿を見て「私もやりたい！」と、仲間になって遊んだり、「い

いこと思い付いた！」と、友達がいることでアイディアが広がったりし、遊びが楽しくなっています。 

７月は次のことを重点に指導していきます。 

●保育者や友達と触れ合ったり関わったりして、遊ぶ楽しさを味わう。 

●学級のみんなと一緒に体を動かして遊ぶことを楽しむ。 

●水の感触を楽しみながら、様々な遊びや動きをすることで、開放感を味わう。 

今月は晴れた日はプールに入ったり、水遊びや泥遊びをしたりして遊びます。疲れも出やすくなるので、食事・

睡眠をしっかりとって元気に遊べるようにしましょう。 

 

 

うさぎ組 

園生活に慣れてきて、保育室・園庭のそれぞれの場所で自分のやりたい遊びを見つけて遊ぶことを楽しんでい

ます。保育室では、ウレタン積み木を使った乗り物づくりや、ままごとを楽しんでいます。自分なりに見立てなが

ら遊ぶことを楽しんでいて、出来上がると担任に嬉しそうに教えてくれます。園庭では、担任との追いかけっこを

楽しんでいて、担任や近くにいた子と嬉しそうに走っています。 

７月は次のことを重点に指導していきます。 

●保育者や友達と触れ合いながら、興味をもった遊びを楽しむ 

●水遊びの流れを知り、水の心地よさを味わう。 

●生活の仕方が分かり、保育者と一緒に身の回りのことを自分でしようとする。 

暑い日は水着に着替え、プールや水遊びを楽しんでいきます。水着の着替えなどの準備は丁寧に伝えながら、

生活のことを自分で進められた嬉しさや自信に繋げていきます。少しずつ水に慣れていきながら、その心地よさ

を楽しんでいきます。 

 

きりん組 

「今日はこんなことをして遊びたいんだ」と張り切って登園してくるようになりました。砂場に大きな川や海・

プールを作るために「力を合わせてたくさん掘るぞ～」と友達と協力したり、「どうしたらもっと魚がうまく釣れ

るようになるかな？」と試行錯誤したりする姿が多くみられるようになってきました。友達とのつながりを感じな

がら遊ぶことを楽しんでいます。 

７月は次のことを重点に指導していきます。 

●「こうしていこう」という自分なりのめあてをもち、考えたり試したりしながら遊びを進める。 

●思いや考えを伝えながら、友達と一緒に遊びを進めていく。 

●水の心地よさや開放感を味わいながら、プール遊びや水遊びを楽しむ。 

日中の気温が高くなってきました。これまで以上に疲れが出たり、体調を崩したりすることが多くなるかもしれ

ません。たくさん食べてたくさん寝て、元気いっぱい遊ぶことができるようにしましょう。 



お 知 ら せ 

                                                        

A  七夕                        7/７（木）  

   七夕の話を聞いたり、七夕飾りを見合ったりして楽しい会をします。 

 

B  カレーパーティー                ７/８（金）  

きりん組が種芋から育ててきたジャガイモを中心に、各学年が自分たちで育てた野菜を収穫して、 

調理室でカレーに調理してもらって食べます。 

詳細は、別紙でお知らせします。ご確認ください。 

 

C 学 級 懇 談 会 

   ぱんだ組７/１１（月） ・ うさぎ組７/１５（金） ・  きりん組７/１９（火） 

   〈 時間 〉９：１０から１０：２０まで 

   9時までに登園し、保護者の方は玄関からホールにお入りください。 

上履きと外靴を入れる袋をお持ちください。 

 

D １学 期 終 業 式                  7/２０（水）  

   子どものみで行います。 

〈降園時刻〉  うさぎ組 １１時３０分     ぱんだ組・きりん組 １１時４５分 

（各クラス１０分前にさかみち門からお迎えにきてください。） 

          ※うさぎ組は、二学期から、午前保育の時の降園時刻が11時45分となります。 

    

E 避 難 訓 練 （引き取り）              9/１（木） 

   緊急時を想定して引き取り訓練を行います。 

   詳細は、後日配布する「引き取り避難訓練」のお知らせをお読みください。 

      ☆ほしグループの方も個々の降園時刻での参加（全員）となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 

 

 

《毎朝の健康チェックをよろしくお願いします。》 
 

※ 土日祝も体温を測って記入しましょう。 

  記入した日がズレてしまい、その日の記載がないケースが多々ありますので、 

    健康の把握としてはもちろん、記載のズレを防止する意味でも、毎日記入するように

しましょう。 

※ 慢性の疾患で、咳や鼻水が出る方は、あらかじめ園にお申し出いただいています。 

※ 夏季は、プールカードも兼ねていますので、〇×の記入も忘れずにお願いします。 

 朝は雨が降っていても、急に晴れて暑くなり、水遊びを行うこともありますので、 

 朝の天候に関わらず、〇×は必ず記入してください。 

《弁当が傷まないための工夫をお願いします。》 

 ※ 菌を「つけない」 

      「ふやさない」 

 「やっつける」   ６月の『園だより』や『食のおたより』を見直していただき、 

         食中毒が起きないようにしましょう 

 


